
第３２回 金魚日本一大会実施要綱      

１ 目的 

  観賞魚の代表ともいえる金魚は、室町時代に中国から初めて渡来して以来、日本人を

とりこにしてきました。ここ、弥富近郊でも江戸時代末から養殖が始まり、日本有数の

産地となりました。この弥富の地で全国規模の品評会を開催することにより、飼育技術

の向上や金魚飼育の普及と業界のさらなる発展を目指すため行うものです 

２ 主催 

  弥富金魚漁業協同組合 

３ 後援 

  農林水産省、愛知県、公益財団法人愛知公園協会、弥富市、津島市、愛西市、飛島村、

日本観賞魚振興事業協同組合、中日新聞社、クローバーＴＶ/ＦＭななみ 

４ 協賛 

  ㈱日本金魚卸売市場、㈱弥富金魚卸売市場、日本動物薬品㈱ 

５ 会場 

  愛知県弥富市鳥ケ地町二反田１２３８番地 

  海南こどもの国 

６ 日時 

  令和８年１０月２５日（日） 

  受  付：午前８時から午前９時３０分まで 

  審  査：午前１０時から 

  表 彰 式：午後２時から 

  搬  出：表彰式終了後 

一般観覧：午前１０時から午後３時まで 

入 場 料：無料 

７ 出品資格 

  金魚生産者、愛好家等 

８ 出品魚の種別 

  以下に示す２６種別とする 

１ 琉 金 10 土佐金 19 桜錦 

２ 出目金 11 地金・六鱗 20 蝶尾・パンダ 

３ キャリコ 12 頂天眼 21 玉サバ・福だるま 

４ 和 金 13 江戸錦 22 その他 A 和金型（フナ尾） 

５ 朱文金 14 ナンキン 23 その他 B 和金型（フナ尾以外） 

６ コメット 15 水泡眼 24 その他 C 琉金型（フナ尾以外） 

７ ランチュウ 16 パール 25 その他 D オランダ型 

８ オランダ 17 高頭パール 26 その他 E ランチュウ型 

９ 東  錦 18 丹頂・茶金・青文魚  

９ 出品魚の部門 

  当歳魚の部及び親魚（２歳魚を含む）の部の２部門とする。 



10 出品総数 

  １尾１点とし、８００点を上限とする。 

11 出品展示方法 

  １洗面器１尾とする。 

12 出品申込方法 

 (1) 申込期間 

   令和８年９月２４日（木）～１０月９日（金） 

 (2) 申込方法  

 ＦＡＸかＥメール及び郵送によるものとする。 

電話による口頭によるものは受理しない。 

13 出品料 

  １点につき２,０００円（当日受付で徴収する。） 

14 審査規定 

  金魚の品種それぞれの特徴を生かし、容姿に優れ、均整がとれ、たくましく優雅さを

もち、軽やかに泳ぎ、健康な魚を選ぶものとする。 

15 審査員 

  人選は日本観賞魚振興事業協同組合に依頼し、大会会長が委嘱する。 

  審査委員長 １名   審査員  １２名以内 （別紙 1） 

16 役員及び委員 

  この大会を運営するため、次の委員を置く 

  大会会長、大会副会長、大会実行委員長、大会実行副委員長、実行委員。 

  なお、大会会長は弥富金魚漁業協同組合長が、大会副会長は弥富金魚漁業協同組合副

組合長が就任するものとし、大会実行委員長、大会実行副委員長、実行委員については、

大会会長が指名するものとする。 

17 褒賞 

  褒賞については以下のとおりとする。 

 (1) 種別優勝魚 

   親魚及び当歳魚の部の種別ごとに、それぞれ１点を選出し、その栄誉を与える。 

 (2) 金魚日本一大賞 

親魚の部及び当歳魚の部の２６種別の優勝魚の中から１点ずつ選出し、その栄誉を

与える。 

 (3) 特別賞 

   親魚の部及び当歳魚の部の２６種別の優勝魚の中から、特別賞として農林水産大臣

賞、水産庁長官賞、愛知県知事賞、愛知県議会議長賞、弥富市長賞、津島市長賞、愛西

市長賞、飛島村長賞、日本観賞魚振興事業協同組合理事長賞、海南こどもの国所長賞

及び中日新聞社賞、並びに主催者判断により若干の賞を設ける。 

 


